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多いようである｡」とある。
スとセの音の対応音の関係は複雑なようである。
では、オモロ語においてスとセの対応音は果して完全に合流してしまっているのであろ
うか。この問題を考える上で決め手となるのは「せさ」（巻十一６０８．巻十五1105二例・巻
廿-1428）と「すぎへ」（巻十三750．巻廿1337二例・1338二例・1339二例・1340二例・
1341二例・1342二例・1343.1344.1345.1347二例）であろう。
（注17）
「混効験集」｜こ「すざへ兄の事也惣して我より長しき方は俗に如斯申なり」と見え
る。「おもろさうし辞典』に「せき（兄者）兄。おもる時代の「せさ」を現代では「シヂ
ャ」とよんでいる｡」・「－すぎへ（－兄部）－兄。『すぎ」は兄。「へ」は階層をあらわ
す敬称辞。但し「やまきたらすざへ」の如く個人をいうことが多い｡」とあり、「沖縄古語
大辞典』に「せざ団兄弟姉妹のうち、兄・姉をいう。兄者。姉者｡」・「せざ-ベ【せ
ざ部】団兄部。『せざ』は兄、『ペ』は年齢・身分などの集団・階層を表す語。「せざぺ』
はオモロ例の『やまきたらすぎへ』の如く個人をいうことが多い｡」と見える。「沖縄語辞
典」には「Sii\ａ（名）？uＱｔｕ（年下，弟妹）の対。ｅ年上（の者)。年長（者)。◎兄姉。
年上の兄弟。兄または姉｡」と見える（／Sii\a／は［siidza]）。
なお「せき」の語源説は管見に入った限り以下の四説がある。
、兄者⑥先者◎姉兄⑥父人
可能性を認め得るのは③と⑤のみ。｡と⑥は不可。
＠は法政大学沖縄文化研究所小湾字誌調査委員会『浦添・小湾方言辞典』の｢Jixd3agata」
の項に「『兄者方』の義か。年上の方々の意｡」と見える。また『混効験集』の「おめすざ
兄の事」（乾・人倫）について『琉球古語辞典混効験集の研究』が「兄の敬語。「おめ」
は「思い』で敬意を表す。『すざ」は『せ劃とも表記される。『すⅢせ』は音価が同じ。
ママ
『ざ』も実質はジャと発音されているので、兄者（せぢや）のことか｡」と説し】ていてる。
また「おもろさうし辞典』が「せき」に兄者という漢字を宛てているのは語源をそう考え
ているということであろうか。
⑤は『音声・音韻に関する歴史的研究』に見える説で、「語音翻訳」の「寄寄sin･Ｃａ」
について「『先者（センザ）に対応し、［sindza］であったろう｡」（p48）と説いている。
◎は『図説琉球語辞典』の「兄」の項に見える説で、以下のとおり述べている。
セザ形は全琉球型の分布を示す最も基本的な語形である．（中略）奄美佐仁のsYdza，
沖縄粟国のJixda,宮古大神のsudax，八重山石垣のJid3axなどから，＊scdaにさかのぼ
る．（中略）「姉」を表す゛Ｓｃと，「兄」を表す*｡ａが結合して*seda（箪姉兄）ができた
と考えられる．
⑥は『沖縄北部・南部方言の記述的研究』（p343）に見える説で、「『シザ」系というの
は「スダ」『スジャ』『シージャ』などとあらわれるもので、「シシ（父）ア（人)」からな
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ると解される｡」と説く。
◎は祖形を／*seda／としているのが決定的な誤りである。『図説琉球語辞典』の論のう
ち、「宮古大神のsudax」と「八重山石垣のJid3ax」という記述は問題がある。
まず大神島の［sudaX］は不正確な表記である。法政大学沖縄文化研究所「琉球の方言
宮古大神島』で中本が担当した「語彙」では「su1a（年上）男女の別なく用いる｡」（p49）
となっている。
そして「八重山石垣のJid3ax」は中本に混乱があったようである。図の方に［Jid3ax］が
見つからないのである。図を見ると石垣島は、川平と大浜が［Pid3a]、石垣（島の中心地
シ力 （注18）で四箇と呼ばれる石垣・大111．登野城・新)'１の四集落を指す）と宮良が［ad3a］となって
いる。中本正智『琉球語彙史の研究」では、「年上」の「八重山川平」の語形が「Jid3aま
たgid3a」（plll）となっている。「八重山石垣」とは、石垣島全体を指すのであろうか、
それとも四箇を指すのであろうか。この辞典の「舌」の項に「八重山川平」という表現が
あり、この辞典の「２琉球方言の特色」の「八重山方言」の「石垣島の項」の「八重山の
中心地は若置(ｼｶ，囚箇)であるＪという言から、｢八重山石垣｣は石垣島ではなく四
箇を指していると考えたくなるところである。平山輝男・大島一郎・中本正智『琉球先島
方言の総合的研究』の「兄」の項（p254）では、石垣は［Jid3a]、大浜は［Jixd3a]・平山
輝男「南琉球の方言基礎語彙』の「あに（兄)」の項（p84）では石垣は［gid3a］（同書の
｢話者一覧」を見ると石垣方言の話者の「言語形成地」はみな四箇)。四箇の－つ新川出身
の宮城信勇氏に電話でお尋ねしたところ、［Iid3a］であり、呼びかける時に［Jid3aX］と末
尾の母音を伸ばすとのことであった。
「図説琉球語辞典」が示す「せざ」の対応形が／*seda／ではなく／*seza／に遡ること
は、同辞典で、ダ行音の対応という観点から「枝」の項と、ザ行音の対応という観点から
｢風」の項と比較してみればわかる。
「枝」の項では、大神島は［juqa]、佐仁と粟国島は［juda]･石垣島は石垣と大浜を含
む全地点でDuda］である。
「風」の項では、大神島は［kaqi］、佐仁は［hadzY]、石垣島は石垣と大川を含む全地点
で［kad3i］である。
大神島ではザ行音とダ行音に対応する子音が［!］に合流したため［suqa］が／､seza／
に遡るのか／＊scda／に遡るのか判別できないけれど、佐仁の［sidza］と「八重山石垣」
の［Jid3ax（gid3a)」は／*scda／ではなく／*seza／に遡ることを示している。
問題は「風」の項で粟国島が［kad3i］となっていることである。ここからは同島の
[Jixda］は／*scza／ではなく／素seda／に遡るように見える。ところが同辞典の「２琉球
方言の特色」の粟国島の項に「グーdax（座)，デインｄｉｎ（銭)」という例が見える。この
辞典の「地点・話者一覧表」の粟国島の項は前浜という地名を記している。私が粟国島で
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調査したところ、同島は東・西・浜の三集落から成り立ち、浜集落の方言だけがザ行音の
子音に［｡］が対応する。たとえば黒子・病（｢疵師説阿佐」『廿巻本和名抄』）の対応形を
東集落の玉寄武一氏（1927年生）と西集落の新城繁盛氏（1927年生）は［?adza］と発音
したのに対し浜集落の伊佐ハル氏（1912年生）は［?ada］と発音した。氏によれば年長者
を［Jixda］と言うとのことであった。玉寄氏と新城氏の発音は［Iixd3a]。そして風を伊佐
ハル氏は［kad3i］と発音したのであるけれど、方角をお聞きすると南風を［⑪cxnukadi]、
西風を［niJikadi］と発音した。そして同じく浜集落の末吉ヤス氏（1916年生）にお聞き
すると、氏は風を［kadi］と発音した。この他にも浜集落で風を［kadi］と発音する人は
いたのであるけれども、現在の浜集落では［kad3i］と発音する人が多い。末吉氏の話で
はこれは東・西集落の影響ではなく、那覇方言が入りこんだものだという。ここから粟国
島の［Jixda］も／*scza／に遡る語形であることがわかる。
④は第一音節が／零si／に遡るとしているところが決定的な誤りである。たとえば佐仁
方言は私の調査でも、年上を［sidza］と言う。この方言では［sY］はスに対応する（先述）
と同時にセにも対応する（瀬ｓｌ汗？as.i)。そしてシには［Ji］が対応する（白い
シシ
Jiruka肉Jili）のである。また『沖縄語辞典』の／Sii乙a／|こしても、先述のとおり／
Si／はセないしスに対応し、シには／si／が対応するのであるから、／*siza／ではなく／＊
seza／に遡ることを示す。
結局「せざ」の語源で可能性を認め得るのは③の「兄者」説と⑤の「先者」説の二つで
ある。「兄者」説の難点は、本土古語のセが女から男をよぶ語で、年上にも年下にも使う
という点である。『琉球古語辞典混効験集の研究』の「すざべ」の項に「｢混効験集』の
編者は、本土古語のせじゃ（兄者）を想定しているか｡」とあるけれど、「せじゃ」という
語は『日本国語大辞典第二版」他通行の辞書で私は見出せない。「先者」の蓋然性が高
いか。ただし「先者」という語は、日本語の辞書はもちろん「大漢和辞典』でも見出せな
いけれど。
この語は「語音翻訳」に「⑤嵜寄sm-ca」と見える。「語音翻訳」にはこの語以外にセ
の対応音が現れないのであるけれど、スの対応音は「回硯ｓＵ－ｃ（ｊ)U-ri」・「皿墨
sU-mi」の如くＳＥで表記してあるわけであるから、スの対応音と別音であったことがわか
る。『琉球館訳語」にも「兄先孔」（人物門）とあり、この「先」は他に「大使臣先度」
(人物門）と見える。「大使臣先度」とは『沖縄語辞典」に「siidu（名）［勢頭］かしら。
親分。問目。下層階級の語｡」と見える語であろう。首里士族語では先述のとおりスに
は／si／ではなく／Si／が対応するのであるから／siidu／の／sii／もスではなくセと言えそ
うであるけれど、「下層階級の語」というのが問題である。とは言え、『沖縄古語大辞典』
に「せど【船頭・勢頭】団固①船の責任者。原義は「船頭』であるが、転じて首里王
府の官僚機構の中で職制化きれた職名としては、『勢頭』の字を宛て、頭（かしら）役の
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意に使われている｡」と見え、「先度」の「先」をセの対応音を写していると考えることに
問題はないようである。『沖縄語漢字資料の研究」の「Ｉ「琉球館訳語』の研究」の
｢4音訳字の音価推定」は、「先」の「示そうとしたであろう音価」を［sIn］とし（p72)、
濁音の前に現れるという点で「先」と同じ環境にあるスの対応音の音訳字である「孫」の
それを［su1m～s山､］とする（p71)。同書は「先孔」の音価を［sInd3a]、「先度」の音価
を［sIndUX］と推定している（p89)。同書から「先」と「孫」の「示そうとしたであろう
音価」の推定の根拠にした『中原音韻』（1324年）．『西儒耳目資』（1626年）．「東国正
韻』（1447-8年）・『訓蒙字会」（1527年）の音価を引用して示す。
「中原音韻』『西儒耳目資』『東国正韻』『訓蒙字会』
先（P72）ｓｉｅｎｓｉｅｎ Ｓｐｎ 跣ｓｉｏｎ
孫（ｐ７ＤｓｕｇｎｓｕｎｓＯｎｓｏｎ
オモロ語の「せさ」と「すぎへ」の「すさ」が別音を写していると考えるべき根拠はな
い。ただ「すきへ」は『おもろさうし』において巻十三750の一例を除けば全て巻廿に集
中していることが問題になる。その時、「混効験集』の坤巻に「すざへ兄の事也」とあ
ることが重要な意味を持つ。「『おもろさうし』書き改めと『混効験集」編纂について」に
よれば、『混効験集』の「すざへ」は、再編『おもろさうし』巻十三の原資料の－つであ
る「嘉靖三十二年やらさ〈Ｍまうはらい時きみまの物のみ御前みせ、る御双紙」からの引
用である。従って巻十三の「すざへ」は1710年の「書き改め」以前の段階から存在した表
記ということになる。このことから、『おもろさうし』では同じ形態素／*sYza／を単純語
と合成語によって「せさ」と「すぎ」に書き分けたと考えざるをえない｡やはりオモロ語
の段階ではセとスの対応音は合流していたと考えるべきであろう。
『おもろさうし」ではｓＹの音を「す」と「せ」の二つの仮名で表記しているわけであ
るけれど、この二つの仮名は概略書き分けてある。この二つの仮名の書き分けの基準は何
であろうか。本土方言との対応であろうか。祭式歌謡であるオモロと異なり、日常の口頭
語ではスとセの対応音が対立していたので、日常の口頭語との対応から書き分けたのであ
ろうか。「せき」と「すざへ」の場合は、この二つの説明はどちらもあてはまらない。「す」
と「せ」の二つの仮名の書き分けの原理を解明することは重要な課題であろうと私は思う。
(本文中、直接お話をお伺いした方の名にのみ氏を付けた｡）
付記本論のpriorityに関して次の二点を記しておく。
○本論の本格的な調査に取りかかった時、スラ場のスラを梢と決めこんでいた私は「琉球
古語辞典混効験集の研究』の「造船所のことをスラバというが、ここの『すら』とは別｡」
という言に合点がいかず、著者の池宮正治氏に真意をお聞きするために電話をした。氏は
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スラバの語源について断定的な発言はなさらず「修羅説もありますね｡」と述べるに留ま
られたのであるけれど、その際の会話の中の「僕は（『おもろさうし』では）工に二つあ
ったと思いますよ｡」という氏の言葉に啓発された面が大である。
○沖縄本島今帰仁村与那嶺方言の［k`uniZ］（国）が／*koni／に遡ることは既に服部四郎
｢琉球方言と本土方言」が指摘しているわけであるけれど、その［k`unix］が『おもろさう
し」の「こに」に対応する語形であることは、かりまたしげひさ氏の御教示で気がついた。
注
ｌ岩波文庫本の上巻の凡例には「大意」とあり、下巻の凡例には「口語訳」とある。
２この辞典の凡例は「見出し」について以下のように述べている。
見出しは、文献資料の表記と語源を手掛かりにして再構した形にした。再構にあ
たっては、沖縄・宮古・八重山・奄美の諸方言、および日本古語を参考にした。琉
球方言で再構される形と日本古語の形が違い、どちらが古い形か決められない場合
は、琉球諸方言で再構される形にとどめた。したがって、日本祖語形ではなく、沖
縄祖語形である。
凡例によれば、見出しの下の略号の意味は以下のとおり。
因『おもろさうし』所出のもの固｢南島歌謡大成沖縄篇上」所収の古謡園｢南
島歌謡大成沖縄篇下』所収の琉歌など囮『琉球戯曲集ｊ所収の組踊圃鵬効験
集』所収の語園複合語中の重要な語素
３京大本の竹富島の竹は汗。その頭注に｢汗ハ竹ノ字以下倣之」とあるのにより竹に改
めて引用した。
４この「せ」の字は誤りではないかと思ったけれど、石垣市総務部市史編集室『石垣市
史叢書１慶来慶田城由来記・富川親方八重山島諸締帳』でも「すら下せ」（p21）とな
っている。
５従来の石垣方言の研究で中舌母音Ｃｌ］とされてきたこの音は現在問題となっている。
上村幸雄「音声研究と琉球方言学」は、従来の宮古方言の研究でやはり中舌母音［1］
とされてきた音をＤ･Jones以来の母音四角形の枠組みに収らない舌先母音［1］とした
上で、以下のとおり説く。
石垣など八重山方言の，標準語の／i／に対応するやはり中舌的音色を有する母音，
この母音は舌先は／s／の位置からずれているのだが，この母音も，また秋田，青
森など，東北北部方言の，おなじく標準語の／i／に対応する中舌母音とみなきれ
ていた母音も，舌の最高点と狭窄の位置からみて中舌母音ではなく，舌先的とみな
きなければならないことがパラトグラムその他の資料からみて確実となった。この
－１６４－
Hosei University Repository
石垣など八重山方言の母音，そして秋田などの母音をかりにCl〕のようにあらわ
しておこう。
本論では話者の宮城信勇氏が提供して下さった｢石垣方言の音韻音節表動詞活用表」
（氏が作成中の「石垣方言辞典』の一部）に従い［Y］で表記した。
６「石垣方言の位置づけ」は、「石垣方言の／Y／は、奄美徳之島諸方言に典型的にみら
れる「中舌母音」とは調音の方法も音色もことなっていて、宮古諸方言と同様「舌先母
音」とみなすぺきだろう。しかし、これを音韻的に表記するときには、これまでの,慣例
にしたがって中舌母音の記号／Y／をつかうことにする｡」と述べる。
７現代首里方言と那覇方言の音韻の特徴的な相違点は以下の三点であろう。①アクセン
ト。②例えば太陽を首里方言では［tixda］というのに対し、那覇方言では［tixra］とい
うようにダ行音がラ行音化すること。③記号で表記し難いリズムの相違（首里方言の話
し手からすれば那覇方言は早口に聞こえるという)。
８垣の花は現在米国に占領きれている。
９「沖縄語辞典』が「Sii（名）巣｡」の如く／Si／で表記する音は［si]。この音は現
代首里方言では失われ［Ji］となっている。故に仮に久手堅憲夫氏の祖父君が［*siraba］
と発音したならば､久手堅憲夫氏は［JiIaba］と聞いたであろう。
10『日本国語大辞典第二版』が示す八丈島方言の「しらぎ」と江の島方言の「すらぎ」
を出典に当って確かめたいと私は思った。そして同辞典の「方言資料および方言出典番
号一覧」から、「しらぎ」の方は最上孝敬「漁搭の労務組織」に、「八丈島末吉村で濱役
又は償ガカリといふのは、舟の見廻りをし暴風雨の時などシラギ（舟の下に敷く丸太）
の流失を見張った｡」とあるのを確認した。一方、「すらぎ」の方は出典番号054で、雑
誌「方言』が出典ということである。ところが『方言』収録のどの論文に「すらぎ」が
現れるのかがわからない。第３巻４号収録（1933年）の山本靖民「神奈川県方言資料」
かと思ったけれど、そこに「すらぎ」は見出せない。御教示を仰ぎたい。
llOoda］がｏを保持する語形ということをいぶかしがる向きもあろうから、『図説琉球
語辞典」の「枝」の項の論を以下に示す。
つまり，原日本語にエダとヨダを生んだ柤形があって，本土でエダに，琉球でヨダ
に発達したと推測きれる．さらに琉球で＊joda-Ejudaの変化により，現在のユダ系を
生んだのである．
この辞典の「枝」の項は与路島方言の語形をDeda］としている。これは話者が共通
語を答えたものであろう。なお、『おもろさうし』で枝は「よた」（巻四175）と「ゆた」
（巻五281）の両表記がある。
１２卵は『混効験集』に仁かむにやい鶏卵の事俗語こか共王子共いふ」（乾・飲食）
とある。『琉球古語辞典混効験集の研究』は、「こがむにやい玉子の敬語。にが』
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はにかい（子貝)』の「い」脱で卵のこと。『大隅肝属郡方言集』にも玉子焼きのこと
を仁がやき』とある。『むにやい』は『みなり（実実り)｣」（pl20）とする。
１３例えば煩山名保子「喉頭音化の有無の対立について－奄美大島大和村大和浜方言の
閉鎖音の場合一」は、「多くの近隣諸方言では本土方言のｏがｕで現れ，大和浜方言も
例外ではない。但し，ａかｅを持つ音節が前か後かに有る語では，ｏはｏのままである。
本土のｕまでがｏとなるものの方が，ｕのままのものより多い｡」として、「?o,ja親
，onagu女／moxasi昔？oOa歌」という例を挙げている。また上村幸雄・須山名保子「奄
美方言」の「概説」（上村幸雄執筆）に「/k，umo「雲』の名瀬における，すでに聞かれ
なくなった古い発音/k，omoのｋ，ｏのように，前後の母音の影響によって，母音の広さが
変化する場合など，例外的対応の例も少なくない」と見える。
ｌ４尚家本で用例の箇所は欠損。仲吉本から引用。
１５『音声・音韻に関する歴史的研究」の「第二章」の「第一節『琉球館訳語」の沖縄語」
ママ
は、「烏孫必､」について「対応語無し。『語音翻訳』に「，a･sulm･pi」（遊べ、か）とある
のは参考になるか｡」（pl42）としている。多和田の『沖縄語漢字資料の研究』の「Ｉ
『琉球館訳語』の研究」の「L本文翻刻・対応日本古語・通し番号」では、「烏孫必」の
「『対応（すると考えられる）日本古語』（和訳)」を「｢あそび？』（遊び)」としている。
「3.音訳字一覧」によれば、『琉球館訳語」で「烏」は、ウの対応音の音訳字として糾例、
オの対応音の音訳字として４例使われているけれど、アの対応音の音訳字に用いた例
は他にない。このことは「烏孫必」を「遊び」と解すること自体の問題点となる。
ｌ６田中健夫『海東諸国紀』の「琉球国く語音翻訳>」の［凡例］（p278）に、「推定しう
る本来の音を必要に応じて括弧内に示す。例えばｃ（ｊ形ｍａ「どこ」はハングルｃがこ
の場合濁音に対応していることを示し､」とある。
１７外間守善『混効験集校本と研究』は「すざへ」とし、『琉球古語辞典混効験集の
研究』は「すざべ」としている（両者共にテクストは評定所本)。沖縄県教育委員会に
よる評定所本の影印本を見ると「すざへ」である。影印本の「あとがき」に「マイクロ
フィルム撮影と焼付の都合から、朱書の一部が不明瞭となったので、朱書一覧表を別刷
で加えることにした｡」とあるけれど、その朱書一覧表にこの語は載っていない。
１８［ad3a］の語源を『図説琉球語辞典』は「*ａ（吾）＊dａ（兄)」とする。『沖縄北部・
南部方言の記述的研究』（p303）は宮良方言において、長兄に「アーザー［axdzax]｣、長
姉に「アーザ［axdza]」を示し、語源を「ア（吾）＋シザ（年上の者)」としている。
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謝辞
貴重な時間を割いて方言を教えて下きった各地の話者の方々に厚くお礼申し上げます。
その他、例えば以下の方々から多大の御援助を頂きました。
奄美大島笠利町佐仁での調査に際し、松岡竹宏氏の御援助を頂きました。
沖縄本島国頭郡国頭村安田での調査に際し、ホテル・シドマスインの金城均支配人の御
援助を頂きました。
沖縄本島糸満での調査に際し、安田栄一氏をはじめとする糸満市教育委員会の方々の御
援助を頂きました。
生塩睦子氏は一面識もない私の手紙での求めに応じて伊江島方言の話者への紹介状を書
いて下さり、さらに御著作「伊江島のはなしことば』（伊江村教育委員会）を贈って下さ
いました。
－１６９－
Hosei University Repository
伊豆山敦子氏からは与那国島の話者を御紹介頂きました。
那覇市文化協会の佐藤善五郎事務局長にはなにからなにまでお世話になりました。
この他訪れた各地で実にたくさんの方々の御援助を頂きました。
牧野清氏が2000年10月22日に他界された。私はかなり以前からスラ場（所）という言葉
に興味を持ち、氏の論考は初期の段階で読んでいた。しかし、当初はそのスラを梢と決め
こんでおり、さらに歴史学の門外漢であるゆえ、よもや氏にお目にかかることになるとは
思っていなかった。それゆえ本論に記した成り行きで2000年８月中旬にお会いした時は感
慨にとらわれたものである（結果的には氏にお会いできるラスト・チャンスに問に合った
ことになる)。｢先達の方々がどうしたことかスラ所のスラを梢だと述べておられるが…｡」
と氏は淡々と語っておられた。謹んで冥福を祈りたい。
【訂正とお詫び】
本誌23号に掲載した拙論「いちよか、考」に次の二点の不備がありました。
○嘉味田1982として引用した文献を参考文献欄に書き落としてしまいました。参考文献欄
に以下の文献をつけ加えます。
嘉味田宗栄１９８２「琉球文学小見ことばの本源を探る』沖縄時事出版
故嘉味田宗栄氏には勿論のこと、当惑したであろう読者の方に対しても深くお詫び申し
上げます。
○徳之島伊仙町阿三方言の話者として示した直谷久彦氏は、直谷尚彦氏の誤りです。直谷
氏に対して深くお詫び申し上げます。
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